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3Dプリンタ

ABS樹脂による、安全で環境に優しい造形システム
Dimension 3Dプリンタ—丸紅情報システムズ

STRATASYS社 (米 )の Dimensionは、3次元

CADなどのデザインデータを、自動的に立体造

形するシステムである。

プラスチック（ABS樹脂）を熱で溶かし、極細

ノズルから射出、積層するダイレクトモデリング

で、特殊な化学物質やレーザ、拡散しやすい粉末

状の物質などを使わないため、安全で環境に優し

いシステムといえる。

コンパクトな筐体で、オフィス環境でも利用でき

る60dB以下の静寂性を備え、デザイナーや設計

者がネットワークプリンタを利用する感覚で、3

次元モデルをデスクサイドでも出力できる3Dプ

リンタである。

◆前田建設工業での導入

前田建設工業は事業を大きく「建築」と「土木」

に分けているが、建築部門の一翼を担っている建

築設計部は、設計から現場監理まで行っている。

新規顧客獲得も目的としており、引き合い段階か

ら営業と一緒にクライアント先へ出向いて要望

を伺い、それを元にプランを考えていく。その際

に最も大事なのがプレゼンテーションである。

建設業界のプレゼンの難しさは、「巨大さ」とそ

れに伴う「複雑さ」にある。規模が大きいため、

伝えるべき情報量は膨大となり、クライアントの

チェック項目も多岐にわたる。同時に、仕様や仕

上げ表では分からない、雰囲気という抽象的な部

分まで伝えるため、設計者たちはさまざまな方法

によって、頭の中のイメージをいかに直感的に表

現するか腐心することになる。

3次元設計の導入により、プレゼン状況は大きく

変化するが、3Dといっても結局はモニタという

2次元を介して表現するため分かりにくいなど、

問題は残されていた。この問題は、以前より存在

し直感的に分かりやすい「模型」という手法で

解決できるが、模型製作までの期間や、変更への

対応の悪さなど、決して万能とはいえない。

これらの問題を解決したのが、「Dimension」で

あった。

◆手づくり模型以上の仕上がり

Dimensionは、通常の紙のプリンタを使うよう

な簡単操作で、導入後すぐ使い始めることができ

る。これまで2週間かかっていた模型製作は1週

間で完了し、内製化したことで設計変更にもすぐ

に対応可能となり、提出直前まで模型を修正、変

更できるようになった。

そして、その時間短縮と設計変更対応以上に、仕

上がりの精度も完璧であった。

スチレンペーパーとはまったく迫力が違う、工芸

品のような、職人がひとつひとつ手でつくったよ

うな緻密感がある、と設計者は語る。

格子状のルーバーで被われた階段は従来のスチ

レンペーパーではつくることができない。しか

し、Dimensionは、直径0.5㎜ほどの細い線まで

造形するので、中の階段をうっすら見せることが

可能となる。設計者が伝えたいイメージや雰囲

気といった抽象的なものが表現できるようにな

った。

◆ Dimensionのメリット

Dimensionによる模型製作で大きく変わった点

は、前述以外に、職場に自然な打ち合わせが生ま

れるようになったことだと、前田建設工業の設計

者は語る。部署に模型を置いておくとスタッフ

が自然に集まり、いつの間にか打ち合わせが始ま

り、いろいろなアイデアが出てくるという。

現在、ABS樹脂で造形したプランはすでに十数

物件になる。

Dimensionで造形することで3D CADのデータ

がそのまま活用できるので、流れに一貫性があっ

て無駄がない。構造や設備も3D CADで設計し

ているので、そのメリットは非常に大きいといえ

るだろう。
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